
 

 

自然観察会 

                              平成２５年１２月８日 

                              四季の森 里山研究会 

テーマ 『里山の紅葉』 

・ 紅葉＆黄葉のしくみ 他 

・ ヤマコウバシを観て 他 

・ 季節感について 他 

・ 野外ステージにて大合唱！ 他 

十二月は 

   ・七日 大雪 ・十日 上弦 ・十七日 望 ・二十五日 下弦 

   ・二十二日 冬至 他に「映画記念日」「世界人権宣言記念」「羽子板市」 

春待月 極月 臘月 梅初月 限月 除月 三冬月 尽月 終月 臨月など 

 

・枯野見（かれのみ） 

日本人は枯れるものにも風情を感じ、枯野・枯草なども季語として歌に詠まれ、枯色と

いう色名もある。また枯れた野を見て歩く枯野見も行われた。  

・霜林（そうりん） 

 霜が降り、草木が枯れた林。冬木立・枯木立は葉を落として寒々とした木立で冬の季語 

・朽葉（くちば） 

 若葉や瑞枝だけでなく朽葉や病葉（わくらば）にも趣がある。朽ちた葉のようなくすん  

 だ茶色を表す朽葉色という色名もある。 

・色見草（いろみぐさ） 

 日本人は古来、春と秋の美しさを競う春秋の争いをしてきた。モミジの紅葉は秋の美し 

 さの筆頭。モミジを別名「色見草」ともいう。 

『紅葉』 作詞・高野辰之 作曲・岡野貞一 1911 年（明治 44 年）尋常小学校唱歌 

（一）                   （二） 

 秋の夕日に照る山もみじ          渓（たに）の流れに散り浮くもみじ  

 濃いも薄いも数ある中に          波に揺られて離れて寄って      

 松をいろどる楓（かえで）や蔦（つた）は  赤や黄色の色さまざまに       

 山のふもとの裾模様（すそもよう）     水の上にも織る錦（にしき） 

  

＊次回の自然観察会は新年の１月１２日（日）テーマ『生き物たちの冬越し』 


